
ワークショップ

高齢社会の課題と国際標準化の意義

経済発展にともなう社会の高齢化は、人類の共通の課題です。 日本はすでに
超高齢化社会（高齢化率２１％以上）に突入し、課題先進国として世界をリードする
立場にあります。
今回、日本と英国が主導して国際標準化をめざし、高齢社会における健康とケア

のサービスのあり方について、その指針（IWAというドキュメント）をまとめています。
今後は、この指針をもとに、地域健康・ケア計画、健康・介護プロジェクト、さまざまな
健康・ケアサービスや製品の国際標準が策定されることになります。
この機会に、高齢化社会に対応する健康サービスとケアサービスの国際標準化

活動を推進していくため、高齢社会の課題と国際標準化の意義について、産官学の
識者の方々にお集まりいただきワークショップを開催致します。

日時： ２０１５年１０月３０日（金） １４：００ ― １７：００

場所： 東京大学 本郷キャンパス 福武ホール

主催 東京大学高齢社会総合研究機構（IOG)
後援（予定） 経済産業省、厚生労働省

【ワークショップ パネリスト】

・ 辻 哲夫 東京大学高齢社会総合研究機構 特任教授

・ 秋山 弘子 東京大学高齢社会総合研究機構 特任教授

・ 宮島 俊彦 厚生労働省元老健局長、

東京大学高齢社会総合研究機構客員研究員

・ 星野 岳穂 経済産業省 産業技術環境局審議官

・ 市川 芳明 日立製作所 国際標準化主管技師長

・ 安川 拓次 花王株式会社 エグゼクティブ・フェロー

申し込み
東京大学高齢社会総合研究機構
E-mail:  event@iog.u-tokyo.ac.jp
所属、氏名をご記入の上
お申し込みください。
尚、定員１８０名で締め切らせて頂き、
定員オーバーの場合のみ返信メール
でご連絡申し上げます。
締め切り：10月２７日（火）

参加費無料

（添付資料５-1）


